
営業日と営業時間

定員は各部屋12名となります。

営業時間は各部屋9:45～16:55となります。年末年始はお休みとなります。

利用料金（１日あたり） （7時間以上8時間未満)

（2025年4月現在)

お問合せ

： 〒194-0202

東京都町田市下小山田町3580　ふれあい桜館1階

： 042-797-9489

： 042-797-8830

：  http://machida-fukushi.or.jp/

： osc201@muse.ocn.ne.jp ： 八島
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入浴介助加算Ⅰ 44円
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介護職員処遇
改善加算Ⅱ

利用合計単位の１７．４％
利用者負担額はその１０％・２０％・３０％

加算内容：　　・サービス提供体制強化加算Ⅰ
　　　　　　　　　・科学的介護推進体制加算
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関わり方が不安・・・、関わり方を教えて欲しい・・・

デイサービス利用の目的の１つとして「生活のリズムを整える」ことも
挙げられると思います。
外出をするために、朝起きる、食事をする、身支度をする・・・
昼と夜の生活が逆になりがちな場合でも、サービスを利用頂くことで
生活のリズムを整えやすくします。

生活のリズムを整えたい

・ご自宅での入浴が難しくなってきている、入浴に気が進まない。
・食事量が増えない、声を掛けても食事が進まない。
　その様な事柄から、サービス利用の相談を受けることがあります。
　しかし、「お風呂に入れる」ことや「ご飯を食べさせる」ことは出来ません。
　「なぜ、入浴に気が進まないのか？」「なぜ、食事をされないのか？」に
着目し、「どのようになればお風呂に入って頂けるか？」、「どのように
なれば食事を召し上がって頂けるか？」の視点のもと、関わり方に工夫
をし、環境に配慮し、支援させて頂いています。
　必ずとは断言できませんが、継続的に関わりも持たせて頂くことで
自発的に「○○して頂ける」よう支援させて頂いています。

　ご自宅での生活の中で、以前にはあまりなかった行動が見られたり、
発言が聞かれたりしてくることがあります。
　ご様子を伺い、ご自宅でのお過ごし方も検討致します。
場合によってはご提案もさせて頂きます。
　また、ご家族の関わり方や声の掛け方も一緒に考えさせて頂きます。
　認知症に関する専門性を活かして、「このような場合、どうしたら良いか」
「なぜ、このようなことをしてしまうのか」等、ご家族からの相談にも
対応させて頂きます。
　サービスご利用のご相談だけでなく、ご自宅での事柄についても
ご相談下さい。

見学の対応は？

ご希望時間にあわせ、送迎付きにて見学頂けます。ご相談下さい。

臨時での利用をしたい・・・、代替での利用をしたい・・・

ご希望日の利用状況にはよりますが、可能な限り、臨時利用・代替利用
にお応えします。
ご家族に急用ができた場合への対応も可能です。

お風呂に入れて欲しい、ご飯を食べさせて欲しい

出掛ける時、帰って来る時に不在だけれども・・・

事前に確認実施事項をご相談させて頂きます。
電気機器の確認、施錠、朝の薬の服薬確認等、ご相談下さい。
ベッドからの車椅子への移乗、および臥床の対応も致します。

当デイサービスは1日の利用定員が12名です。
（スタッフは3～4名の勤務）
通常のデイサービスに比べると比較的、ゆったりお過ごし頂けます。

短い時間で利用したい

通常利用時間は７時間１０分（センター到着からお帰りまで）となります。
「始めは短い時間から慣れていきたい」　「疲れないように短い時間で
利用したい」　「朝、起きるのがどうしても遅い・・・」等々。
　　その方の生活にあった利用時間を検討します。ご相談下さい。
複数曜日利用でも、その方が過ごせる関係、環境作りを考えます。

初めてのデイサービスで不安・・・

どなたでも初めての場所、初対面の人の中では緊張されると思います。
　スタッフは曜日での勤務をしているため、ご利用時の関わりが
定着しやすく、なじみの関係の構築もスムーズであると考えます。
複数曜日利用でも、その方が過ごせる関係、環境作りを考えます。

大人数だと不安・・・、心配・・・

○○だけど利用につながるか・・・

行動として、言動として、難しく感じる場面は様々あると思います。
支援やお声掛けが難しい場面であっても、どのように関われば「○○して
頂けるか」（例えば、「入浴して頂けるか」「食事を召し上がって頂けるか」）
を考え、支援させて頂きます。場面に応じて、個別の対応も可能です。

行かなければいけないものではなく、

行くのを楽しみとできる場、行ったら楽しく過ごせる場に

なれるよう、「その人にとってどうか」を考え、

その方にあった支援、環境作りを大切にしています。


